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校 内 研 究 報 告

【成果】

〇 して生徒一人一人の学びを深めることができた。

〇「子どもの言葉で問いを創る授業」を核に授業構成を行い、

学習内容に取り組むことができた。

〇生徒が自ら問いをもつことで、学習内容に対して

考えを深めるきっかけになった。

・講師紹介 桜美林大学 石黒 康夫 教授

・研究テーマについて

★探求する力を養う、学び方を学ぶ

★授業に自我関与させる

（主体的に授業に参加させる仕組み）

★認め合いの活動の場になる

第１回 7月14日

講師による講演 「子どもの言葉で問いを創る授業」

第２回 10月13日

第１学年研究授業 〈英語科〉「長文を読もう」

第３回 2月7日

第２学年研究授業 〈社会科〉「北海道地方」

「子どもの言葉で問いを創る授業」

【研究実績】 【研究テーマについて】


